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囎な蘇ある・それと共に明治13年富士瞭格的搬決定として瀞あもの磁たご遡締
重力の測定をして地球の李均密度を算定したことが知ら・．いはないのである・　　　　　　　　　　，　　　、渥

れでいる・この時また鵬年の・2年に東京大学の傭　それから・一と言彌子徳・てゆくと・これは麟

物理学科を出た中村精男・和田雄治の両学士が共に富士　　　つまでもだらだら続いて・一向しめくくりがつかなヤ、’拶魔

山頂で気象観測をしたことは・これまた余りに有名な話　　　そこで，ただ富士山の筒さを測るとい5ことのうちにも灘

で，今さら私が記すまでもないことである．ひよっとす　　　また歴史が流れていること，それだけをいってこの稿を、1膿

ると，これが二宮敬作についで富士山の高さを測った二　一絡る．　　　　・　　　　　一」一1953・3・1－r・　∵講

番目の日本人だったか，かりにそ5でないとしても，本，　　、　　　　「　　　　　　　（現高暦気象台）一ノ貰働
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1953年8月中旬の

、

・静岡県の局部的大雨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　山．　章講
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　1．概略「

　台風第6号ほ7日から8日にかげて房総牛島の南東沖

を北北東へ進み，その後につづいた熟低は房総付近で浩

滅し，本邦は小笠原高気圧におおわれたユ0日夜から工5

日までに多い所でほ350mm位の大雨が降った．この

雨は局部的現象で地上および上暦天気図だげでは予報カミ・

困難であったので調べて見た．　，

　2．気象概況

　朝鮮方面から東進してきた寒冷前線は且日夜には四

国地方にある（第1図）．その後は不明であるが700お

よび600mbの前時間との気温差を取って見ると寒気

の東進が認められる．しかし多くの場合に認められるよ

第1表　館野における10日～13日の垂直速度
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第1図　1953年8月11日21時　地上天気図

1

600

TOO

900

900

looo

1954　年6，月

謹　　　　　　mb，
　　　　　　850　　　　　　　　1

　日　時
10｛げ0　　　十〇．3

　f）12　　－0．4
ユ1～0　　－1．O」
　～：L2　　　－0．6　・

12詔二8：1
工3～0　　－0．8

　～12　　－0．7

　　　（単位はmlm）．

　700　　・600

　　　t
』＋0ユ1＋0．9
－0．工1　十〇．5

・＋0・71．一〇・2

－O．2　1　－0、a
‡8：ll‡8il

－0．41　十〇．3
－0．2・i士0．O

　　　l　　　　　㌦

。r　－I　o　　醇　o『　。“1
）　　　．、曽ノ

　　　ー一単7一》　ぴ一一一。1

　㍉／　　　　　　　　＼　　　ミ／

　4　　　1こ！　　　　“

，＿逆！’

　）
　、こ〆

」　・
　！！

，ノ

ヰ

｛

ノ
ノ1

’

￥

》

）

つ

一　〇刊

1

☆羅

’講

つ一1。’弓・

ノ

十

　　　≦ノー．，

ト！　」
　，＿＿一一一曵9。．

　　　ノ’一，1

9

冥『♪

窮

☆潔

　　　　10　　　　　　　　“　　　　　　　　12　　　　’，イ，　、

　　　　　　侃e

　第2図　館野におけるTime　cross－sectie靱。 《』1

　（1953年8月10日一12日）　　’　　、ll1

野前1問寺の礎、点　㌧

徳漁』△1、☆醸麟



匡も

隈

幌
，

誉置

碍一

5な風のshiftはない．館野のTime　cross　section（第

2図）には1工1｝10時および12時には700mb以下に

12日0時には700mb以上に寒気の優入が認められる

が前時間との差でなければ認められない位弱いもめであ

・る．まずこの雨が大規模なじょ5乱によって起ったもの

一がど5かを知るため館野の垂直速度を第1表に示す．

．なおこのイ直は

『
、
嚢
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』　蝋∂z／∂i）θ＋〃s（∂z／∂s）θ（1）

獣　　より求めたものである．この表から分るように垂直速度

　“．、1は1cm／sec以下の値で・この降雨が大規模なじょう乱

欝によるものでな疇蜘られる・　　’
，欝一5・降雨の状況

離㌧　　中部地方における雨の降り方を見るのに内陸と太李洋

i雛』1岸の代表地点の降雨状況を第3図に示した・図中Aは第。

欝営　1図の寒冷前線に対応したものであり’B豚内陸における
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縣』』　　　、第5図　中部地方の内陸及大卒洋岸に

鎧∵、　　　於ける毎時降7k変化図（1953年8月
｝・一　　　　　11日～12日）

麟，』　臼中め不安定解？省によるものである．しかしこれらの地

襲獣，．より東にある御前崎・静岡で・それより先にA’および

欝1－・l　Cの雨がある・この中でA’の雨はまだ良く分らないが

・欝Cはいわゆる第2種地灘降雨（2）である．本文ではこ

郵菰』　のCの雨の原因についてのべる．この時の降雨分布と第
齢“て
・欝1．　2種地形性不連続線の位置を第4図に示した．なお中部

繍“，地方の内陸で雨のあったのは飯田，高田だけである．
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鰹』㌧る・こ鉱うな見地からN・rmanR・Beersて4）肪法に

欝る殉求めたなをεは　で零めた・

　　　　10旨・　・「　㌧

1幽

　　㊨璽
。

Om榊し ◎

2益齢祠

♂rK ◎

S』しz威広

，／
＼

　　　　　　　　　　　　　1迎，●ゑ》

　　　　　　　　　　　　悪1．て歩獅ン
　　　ー　一、　　　．．、、論’12脆　　＼、、、ノ∫
18¶レ”　　　　　　！　　‘2　　　　　、　そ：
　　ゐ朝．　　　　’　　　…1　　　イ轡ノ
　　　　　　　甑　～』　1砺’　　　　　　　　　文姶
　ぎ　幻　　　・の’　　　　、．お　　　　卵　　　　、。
　　　かロト　　　　　で　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　う　　　　リ　ロ

　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　ち　　ロハリ！ノ
　　　・“　　　ll。　　　　・、　　　　　　劉　き。6
　　　　　　の　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　マ

　　ヨ1　〆　　亘こ蔓ン　　　　　　｝押鰯
●窄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質　　　　　　　　　　　　“

記

●lg

臼

ユる　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ

　o　m“碗勇“』血
　．●20・・m地舳＆厩・

鰯

第4図　1953年3月11日～12日（09時）の
降雨分布と第2種地形性不連続線の位置
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ここでc＞0は不安定・c＜0に安定で南る・式中の記

号はHandbook　of　Meteorologyと同じ）．こ5して求
　　　めたcと降水量とを第2表に掲げる．ここで静岡では

．－ーへ

　　　　
第2表cと降水量の関係
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Radiosondeの資料がないので館野のAscent　curveを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■各高度別に作った上層天気図から静岡の温度を内挿して、　～

館野の値を補正し・それを静岡のものとじた・それ故こ

の値には中部山岳の影響は入っていない．これを見ると
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第5図　凝結高度と地上から上昇した空気が

L700mb面でもつ温度分布
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11日12時頃から安定度は静岡では急にわるくならて

いるが輪島では相変わらず安定度は良い．も、≧もと絶対

不安定の大気は存続しないから対琉不安定を’解浩』させる

trigger　actionはいつも重要である．第5図は凝結高

度と地上の室気が上昇したと仮定した時の700mb面で

持つ温度分布を示したものである．これによると太李洋

岸では凝結高度も低く不安定度も大きいりに較べ内陸で

は逆になっている．ただ単に不安定になったから大雨が

あると考えるなら不安定度の最大域と降雨量の最大域と

一敦すべきところ実際は一致せず第2種地形性不連続線

と一致している，その実証となる大井川下流の牧原の30

分聞雨量と風向とを第6図に示す．これにより雨は牧敏

線＊の北側で多くなっている事が分る．一牧原の風速は

N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒチ　
えれば良い．　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　学饗

　5．第2種地形性不連続線の形成．

　温暖前線が山岳を通過する場合，山の前面に前線が’

存続し第2種地形降雨の原因となる事ば分っている・が

この例ではかかる気塊の差異は始めふらない・浜松の

Lapserateと地上風との関係は第4表で大体でγ＞0・5

第4表　浜松に方ける地上風と　Lap5e

　　　』rateの関係
　　　　N：北分，Sは南分をあらわす

　　　・1953年8月工3日～11日
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第6図　牧原における風向と30分問雨量

　　　　　　工953年8月11《42日

5m／s前後と推定されるが，これと101n／sec前後の暖

気が衝突した場合，この北風は暖気を上昇させる．Va血
　

Karmゑnて5）は暖気が前線に直角に当・ると，前線の傾斜

角が60度位になるといっているが，この場合も暖気と

北風とはほとんど直角に近く衝突しているので，この前

線の近くでは傾斜角は普通ρ前線とは遙かに大きいと考

えられる．第4図の多雨域Bはこれに原因しているた

めであろろ．この初期のじょろ乱で暖気がど，れだけ上昇

するがほ計算できな》がづ仮に8QO400・．600mbまで

強制上昇せられたとして500mbまでのcを求めると

第3表で地上の室気が730nib位まで彊制上昇させられ

　　第3表　御前崎の空気を各高度迄上昇させた

　　　　　　　　　　　　　　　時のc（1952年8月12日0時）

　　　　

謹　　　　　　　　　　mb　　　　　　　　　　　　　　　　　　600　　　　　　　　　　　　　　700
　　　　　　　　　　008

N1．3
N　O，
．S3．2

S4．O
S4．．2

S1．3
S1．3
N2．4
N3．2
N3．8
N3．2．

S2．4
S3．8
S2．2

．、『一㌦

・C／100mは南風，γ〉ね．50C／100mで北風になっている・一△1

これは次の檬に考えられる．Ric坤rdson（6）によれば　　，，』潔

（暫・（劉・鵜孝書十r　一雇講

ただし記号は同書と同じ・　　・　一　　　　　　　　　。1糞1

乱流の発蔀∂職．燗係する・乱流が蕪す繊』・1鷺
蓮動量の交換が起るから地．ヒ風も上暦と同じ南風にな、、『灘

る．このよ5な事がないと山の前面では循環流が形成さ1◇嬬

れる（第7図）・この循灘レ灘の風即木き嘩薩毒
　　　　　　　　　1！ヲー　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆』，，瞥掻
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　、　　　　，　　／

500mb
　　忍c 一4．64 一1．25 十5．63

　　　るとc＞Oとなって不安定が解潰し5る．－730mbとい

5高度は少し高すぎるよ弓な気がするが6節の影響を考

　＊　第2種地形性不連続線と同じ．

　工954年6月
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△1』一　」t二〆
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　　　　　第7図，夜問及昼問の山岳前面κ於け　、　　、 鱗
　　　　　　　　　　る淋の・m・de11　『一“　し’㌧濃

顕著である・この騨野の塁雑輪を見うと・Q灘

　　日にほ5km附近薩購鵬りSW15・2側＄e徳翫∫・難
　　るが・工日には・kmでSW・5．1m／sec砺る．そし、▽t羅

　　て∂勿／∂zは大きくB日0時には地止と500m』で♀’14ン鍵

　　m／secである．

　　　6．山の前面での気柱の不安定化．

　　　以年の雨醐2種地灘不灘…線によって骸磯☆
　　定が醐し規のである事をのべた・前節では“き棚，蕃

　　け”の重要な事を強調したがそれだげなら第4図めよ5■惇

　　に高い山の前面でのみ大雨がなく’ても良い．第8幽、1麟
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ASの山を気流が越える場合，山の前方で．PI　lごあった

室気素分は山の前では．P2にきて△zだけ上昇する．

この場合，気柱の下暦が湿っていて上暦が乾いている

と・下暦での瀞度降下は　一毎△zF，上暦では，一γ4△h

第5表　館野の

　　　　湿度

工953年18月工2日

0時

高劇湿度
工000
900
850
800
700
600

94
77
69
65
75
85

一（△z一△h）である．（ただし△h

は飽和するまでの上昇高度）．す

なわち全層が飽和している室気よ

り，山を越える時ずっと不安定に

なる．18日0時の館野の湿度は第

5表で地表附近では飽和に近いが

900mb以上で億乾燥している．

　今迄大雨り場合には上厨まで水

蒸気が多く飽和しているといわれ

ていたが当地方では決しでそのよらなものばかりでな

く，この例りよ5なものが多い．雨の源になる水蒸気は

多くturbulent　surf4ce　layerから供給されるのであ

って，これだけで多くの場合大雨を降らせるに必要な充

分の水蒸気をもっている．

　7．結論．

　下暦に暖気・半暦に寒気の移流が六雨1；なるとい5一

般的な常識は今度の場合にも成立つ．しかしこの例のよ

ろ
、
な上暦の寒気はめずらしくなくしばしばある．にもか

かわらず大雨がこの地方のみにあったのは上述の原因に

加うるに中部山岳により気厨が一層不安定化して，第2

種地形性不蓮続線がtrigger　aCtiOnとなって大雨とな

ったものである．絡りに種々御指導，御便宜を賜わった

藤田所長および資料を邊って下さった気象官署にお糺申

上ます・　　　　　　　　　　　　　・（静岡測候所）
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　笠雲それ自身では別に珍らしいものではないが，この

一写眞は形の整った点で面白いと思う．撮影者谷とも子氏

は1953年工2月6日10時に吉田口七合目から頂上を見

上げて写したのだそろで，表紙の方は表題カットのより

iO分後であるとい5．一応山の雲のできた時の気象状況

を調べて見たので報告する．

　6日12時，すなわちこれより2時間後の700ミリバ

｛ル　（10000fむ）高天暦気図（第1図）を見ると，朝鮮

12

・　ギ　ー

第1図 6日12時700mb
（1g，000）天気図
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